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令和５年度　基本評価調書 国際課

グローバル人材等の育成 0212

北海道の未来を拓く人材の育成 3(2)B

北海道グローバル戦略、北海道総合教育大綱

概ね順調

関連重点
戦略計画等

知事公約　創生総合戦略

（若者の海外留学への支援）
・「ほっかいどう未来チャレンジ基金」を活用し、若者の海外留学や、スポーツ指導者、芸術家、職人等を
目指して海外での資質向上に取り組む挑戦を支援する。
（安定的な支援体制の構築）
・ほっかいどう未来チャレンジ応援事業を継続していくため、本事業の趣旨を道内外の企業や個人の皆様に
理解いただき、訪問により寄附の協力を依頼するほか、企業等と連携した取組を行うなど、本事業に必要と
なる財源の確保に努める。

（若者の海外留学への支援）
・グローバル人材の育成に向け、令和5年度助成対象者の募集・審査を実施し、海外で学び北海道に貢献しよ
うとする8名の若者を選抜するなど成果があった。（R3:2名、R4:5名、R5:8名）
（安定的な支援体制の構築）
・企業等へ個別訪問や商品の販売など連動した取り組みを行うとともに、留学を予定する基金生の壮行会
（R5.7月）を実施することにより、本事業に必要な財源の確保や北海道の若者の人材育成を支援する企業・
団体等の輪を拡げることができた。

・第５期生の紹介・活動報告 https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/mirai-jinzai/125630.html

・基金生の帰国後の活動 https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/mirai-jinzai/kikokugo.html

31,968千円 29,315千円 30,669千円

　活力ある未来を拓くため、ほっかいどう未来チャレンジ基金を活用して、若者の留学支援や世界を舞台に
活躍出来る人材の育成や、既成概念にとらわれないアイデアで「新たな価値」を創出する人材の発掘・育成
を推進する。

（若者の海外留学への支援）
・人口減少やグローバル化進展の中で、北海道が活力ある地域として発展し続けていくため、北海道への誇
りと異なる文化への寛容を身につけ、国際社会に貢献する高い志と広い視野を持って、地域や世界の課題解
決に向けて主体的に取り組もうとする意思を持つグローバル人材の育成・確保が必要である。
（安定的な支援体制の構築）
・グローバル人材の育成・確保を図るため、制度の趣旨に賛同し、若者の海外留学や実践活動を応援いただ
ける企業や個人の裾野を拡げる必要がある。

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/mirai-jinzai/125630.html
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/mirai-jinzai/kikokugo.html


<指標分析>　⇒成果指標は、原則、取組項目ごとに１つ以上、全体で５つ以下とする

増加 人 R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R6) 達成率 指標判定

目標値 44 37 46 55

実績値 28 33 41 -

指標公表時期

増加 件 R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R6) 達成率 指標判定

目標値 102 131 151 117

実績値 126 146 152 -

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

「ほっかいどう未来チャレンジ基
金」による助成者数

89.1% Ｃ

令和5年度 基本評価調書

指標名①

【3(2)B_0212】グローバル人材等の育成

コロナ禍における海外留学先の入国制限などの影響により、想定していた目標値に達することができていないが、令和5
年度の助成者数についてはコロナ禍前の水準に復調している。

毎年、基本評価調書で公表 出典（根拠計画等） 北海道総合政策部調べ

分析（主な取組と成果）

設定理由
基金を活用し、海外での挑戦を目指す若者の増加に向けた取組状況を図る指標であり、課題である北海道に
貢献する人材育成の取組の成果を測る指標として設定

指標名②
「ほっかいどう未来チャレンジ基
金」応援パートナー・応援サポー
ター数

100.7% Ａ

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名④

－ －

－ －

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

企業への支援の呼び掛けや帰国後の基金生の活動の周知などにより、基金の趣旨に賛同する企業や団体、個人などの支援
者数は堅調に推移している。

指標名③

毎年、基本評価調書で公表 出典（根拠計画等） 北海道総合政策部調べ

設定理由
基金への支援企業等の増加に向けた取組状況を測る指標であり、課題である事業の推進に必要な資金確保の
取組の成果を測る指標として設定

指標名⑤

－ －

分析（主な取組と成果）



令和5年度 基本評価調書 【3(2)B_0212】グローバル人材等の育成

<取組分析（連携状況、緊急性・優先性）>

<取組分析（その他の統計数値等）>

統計数値等① 過年度① 過年度② 最新年度

分析等

（分析等）

分析等

（分析等）

分析等

（分析等）

統計数値等② 過年度① 過年度② 最新年度

連携状況

（課題）
・若者の海外留学を支援し、グローバル人材を育成・確保していくためには、対象者となる若者へ広く応募を呼び掛け
る必要がある。
・基金を維持し継続的に運営していくためにも、基金を応援していただいている企業・団体や道民の皆様の輪を広げて
いく必要がある。

（取組）
・教育機関や支援企業に応募者募集のポスター、チラシを送付し、学内や店舗等で周知していただいたほか、道教育
委員会主催の高大連携事業「Hokkaido Study Abroad Program」へのみらチャレ生の派遣や在日アメリカ大使館が開
催した留学フェアに参加するなど、効果的な事業PRを行うことができた。
・基金の趣旨に賛同した企業と連携しながら、商品や店舗と連携した取組を行うなど道民なども参加しやすいタイアッ
プ事業に取り組むことにより、基金に対する応援の裾野を広げることができた。

緊急性
優先性

（課題）
・コロナウイルスによる各国の入国制限の影響が少なくなり、留学環境が改善されきたことから、更なるグローバル人
材の育成・確保に向けた取組が必要がある。

（取組）
・オンラインにて「海外留学セミナー」（2月20日、2月21日）を開催するとともに、4月から令和5年度助成対象者の募集
及び審査を実施した。また、R５年度の募集要項を改正し、オンラインでの面接を可能するなど応募しやすい環境づく
りに努めた。

☑ 成果指標で課題への対応を説明済

（課題）

（課題）

（課題）

統計数値等③ 過年度① 過年度② 最新年度



令和5年度 基本評価調書 【3(2)B_0212】グローバル人材等の育成

<総合判定>

○

○

－

※ 成果指標の指標判定が「Ｄ」の指標

対応方針番号

①

②

③

<二次政策評価>

二次政策
評価

翌年度に
向けた

対応方針

内容

・ほっかいどう未来チャレンジ基金による助成者数が目標値に達しなかったことは、新型コロナ
ウイルス感染症の世界的な拡大による海外留学先の入国制限等が要因であり、同感染症による入
国制限が緩和・撤廃された現在では留学希望者数が復調してきていることから、引き続き、教育
機関などと連携しながら、若者の海外留学を支援していく。

Ｂ

連 携 状 況

 （　　　－　　　）

指 標 判 定
総 合
判 定

概ね順調緊急性・優先性

その他の統計数値等



施策名 施策コード

うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

1427 - 一般 北海道未来人財応援事業費
本道の将来を担う人材の育成を図るため、若者の海外留学や、
スポーツ指導者、芸術家、職人を目指して海外で資質向上に取り
組む挑戦を、「ほっかいどう未来チャレンジ基金」により支援する。

国際課 0 31,582 3,561 1.0 0.4 1.4 42,558 ①
改善（指標分

析）

1428 - 一般 北海道未来人財応援基金運営費
ほっかいどう未来チャレンジ基金の継続的、安定的な運営をする
ため、企業訪問による協賛協力要請の実施や、道内外個人の寄
附利便性向上を図る。

国際課 0 386 386 1.0 0.4 1.4 11,362

0 31,968 3,947 2.0 0.8 2.8

前年度からの
繰越事業費

（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト

（千円）

一次政策評価

二次政策評価意見

計

令和5年度　事務事業評価調書 グローバル人材等の育成 0212

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名


